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2
0
1
1
年
の
夏
、
複
数
の
焼
肉

チ
ェ
ー
ン
店
で
病
原
性
大
腸
菌
O-

1
5

7
、
O-

1
1
1
に
よ
る
、
死
者
4
人
を

含
む
集
団
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
O-

1
0
4
に
よ
り
22
人

が
死
亡
し
、
食
の
安
全
性
へ
の
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。
感
染
性
胃
腸
炎
と
い
え
ば

夏
…
？ 

い
え
い
え
、
む
し
ろ
冬
の
ほ
う
が

危
険
で
す
。
大
規
模
な
集
団
発
生
に
よ

り
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
嘔
吐
下
痢

症
、
冬
季
嘔
吐
症
と
も
呼
ば
れ
、
冬
の

乳
幼
児
重
症
感
染
性
胃
腸
炎
の
半
数
を

占
め
、
年
間
約
79
万
人
の
受
診
者
の
う

ち
約
10
％
が
入
院
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
は
糞
口（
糞
便
空
気
）感
染
、
す
な
わ

ち
便
や
嘔
吐
物
か
ら
空
気
中
に
散
乱
し
、

体
内
に
入
り
感
染
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
よ
り
感
染
力
は
弱
く
、
重
症
度
は
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
差
が
あ
り

無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
流
行
は

1
〜
4
月
、
好
発
年
齢
は
生
後
６
カ
月

か
ら
２
歳
で
す
。
５
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

の
小
児
が
経
験
し
ま
す
。

潜
伏
期
間
は
１
〜
３
日
で
す
。 

①
嘔
吐

=突
然
始
ま
る
場
合
が
多
い
が
1
〜
2
日

で
回
復
。 

②
下
痢
=
米
の
と
ぎ
汁
の
よ
う

な
下
痢（
白
痢
、
仮
性
小
児
コ
レ
ラ
と
も

い
わ
れ
る
所
以
）が
7
日
ほ
ど
続
く
が
、

血
便
は
無
い
。 

③
発
熱
=3
〜
5
割
程
度
。

と
い
っ
た
3
症
状
を
要
チ
ェッ
ク
で
す
。

検
査
法
は
糞
便
中
の
ウ
イ
ル
ス
抗
原
を

検
査
し
ま
す
。
は
じ
め
は
軽
症
で
も
、
脱

水
が
悪
化
し
痙
攣
な
ど
が
急
に
発
現
し
、

救
急
外
来
へ
飛
び
込
む
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

対
症
療
法
が
中
心
で
す
。
経
口
補
水
液

「
オ
ー
エ
ス
ワ
ン
」は
飲
む
点
滴
と
呼
ば
れ
、

脱
水
予
防
に
有
効
で
す
が
、
嘔
吐
、
下
痢

が
ひ
ど
い
と
き
に
は
点
滴
が
必
要
で
す
。

「
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
」は
、
経
口
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
生
後
6
〜
24
週
ま
で
に
、
4
週
間
以

上
の
間
隔
を
あ
け
て
計
2
回
接
種
し
ま

す
。
公
費
補
助
は
無
く
、
1
万
3
千
円

前
後
×
2
回
で
す
。
日
本
で
の
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
死
亡
率
は
、
発
展
途
上
国
に

比
べ
低
い
も
の
の
、
感
染
力
が
強
く
衛
生

環
境
を
整
え
て
も
予
防
は
困
難
で
す
。
子

ど
も
が
感
染
す
る
と
、
看
病
の
た
め
保
護

者
は
1
週
間
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
W
H
O
は
先
進
国
・
途
上
国
関
係
な

く
、
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

嘔
吐
、
下
痢
に
よ
る
脱
水
や
窒
息
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
消
毒
に
は
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
か
、
85
度
以
上
で
1
分
以

上
の
加
熱
が
必
要
で
す
。
逆
性
石
鹸（
塩

化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
）、
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー

ル
で
は
消
毒
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
は
、

症
状
消
失
後
２
〜
３
日
は
便
中
に
排
泄

さ
れ
ま
す
。
オ
ム
ツ
の
取
り
扱
い
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
手
洗
い
、
加
熱
、
消

毒
が
重
要
で
あ
り
、
保
育
所
な
ど
で
の

集
団
感
染
に
要
注
意
で
す
。

（
長
田
区
　
Ｋ
・Ｈ
）

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

『高校生、災害と向き合う 舞子高等学校環境防災科の10年』
諏訪清二 著
（岩波書店）

兵庫県立舞子高等学校に、全国で唯
一の環境防災科が開設されてから10年が
たちました。本書は、これまで実践してきた
防災教育と活動を、開設当初から学科長
を務める著者が高校生に向けて紹介し、
特に平成16年の台風23号により被災した
豊岡市を皮切りに、新潟県中越地震、兵
庫県西・北部豪雨災害などの被災地での
ボランティア活動を取り上げています。
昨年の東日本大震災では、発生直後か

ら募金活動や石巻市・東松島市などでの
瓦礫運び、床下などの泥かき、写真のク
リーニング、仮設住宅での茶話会、被災
地の学校との交流などを環境防災科だけで
なく普通科の生徒たちも積極的におこなっ
てきました。
時には好意が裏目に出て失敗したり、困
惑する事態に出会うこともありますが、夜
のミーティングで話し合い、みんなで課題を

解決してきました。
また、被災者から
被災体験を聞くこと
もあります。その時は「辛い話を聞かせてく
れてありがとう」、「あなたの話は必ずほかの
人に伝えます」と、被災地のあなたたちを忘
れていないというメッセージを伝えることを大
切にしています。
そして、ボランティアを継続すること、被
災地に関わり続けることが大事であり、直
接現地に行けなくても、募金することや物
品・メッセージを託して現地で活動する人た
ちを支えることも立派なボランティアであり、
同校もそのおかげで活動ができると著者は
いいます。
本書は高校生だけでなく、ボランティア
や防災に少しでも関心がある人にお薦めで
す。行動を起こすきっかけを見つけることが
できるでしょう。
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